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この度はP丁 80DW/DBKを お買い上げいただきあり
用前に、この取扱説明書をよくお読みいただきますようお願い申し上げます。

また、使用後は台紙と共に大切に保管してください。本体に記載した定格電圧

AC100Vで こ使用いただき、定格使用電力を超えないようこ注意ください。
また、台紙中折面の「安全上のこ注意」と「保証規定」を必ずお読みくださいc

●充電電池内蔵 内蔵充電電池はコンセントに差し込んでおけば常に適正に充電されています。突然の停電時でも時計機
能は止まりません。また、いつでもコンセントから抜いて手に持つて設定や確認操作をすることができます。

●停電補償 コンセントから抜く、或いは停電しても、時計は停止しません。また、設定内容が消えることはありません。コン
セントから抜いた状態で放置していても液晶画面は1カ月くらい表示し続けますこ

こ注意 :長期間通電させずに放置していると、電池が放電し液晶画面は消えますcまた、内蔵電池が過放電になりますc過

放電になると再充電できなくなる場合があります。長期保存する場合には、半年に一度は24時間以上充電することをお

すすめします。液晶表示が鮮明に出れば、以前の設定データが残つており、現在時刻を合わせねばそのまま使用できます。

通電後液晶表示が出ない場合は、「リセット」ボタンを1回押しますと液晶表示が出ます。この場合は、時刻や設定内容が初

期化され、消えてしまいますので、再度設定してからこ使用くださいc

●常時ONモ…ド 「時計」ボタンを6秒間長押しすると、通電ランプが
青く点灯して「常時ON」モードになります。通電している時はタイマー

プログラムは動作しません。タイマープログラムモードに戻す場合は

「時計」ボタンを6秒間長押しして「常時ON」の表示を消します。

カンタン操作

デジグルタイマロ
取扱説明書

＼

8寺言十

●タイマ…プログラムモード タイマープログラムを設定して、電気器
具を接続するだけで、設定した時間になるとON/OFFされます。OFF
からスタートする場合はそのまま使用できます。ONからスタートす
る場合は「プログラム」ボタンを3秒間長押しします。

==========ク

同

●今すぐにタイマープログラムをONまたはOFF タイマープログラムOFFの時に「プログラム」ボタンを3秒間長押
しするとタイマーはすぐにONになります。また、タイマープログラムONの時に「プログラム」ボタンを3秒間長押しす

ると、タイマーはすぐにOFFになります。そのままにしておけば、設定したプログラム時刻になるまでONまた|よOFFの

状態を保ち、その後設定したプログラム時刻になると、プログラム通り動作します。

燎
●液晶画面表示及びタイマーのコント□―ルは内蔵充電電池で制御し

ています。お買い求めになつた時は、充電電池が放電してしヽる可能性

があります。液晶画面の文字が出ていない場合、又は液晶がはつきり

見えない場合はPT80DW/DBKをコンセントに差し込み
｀
1時間程度

内蔵電池を充電してください。

PT80Dヽ Aノ/DBK

電気器具を

自動で
ON/OFF

曜日   時   分   クリア

リセット00通電

R風だX

ブロクラム

最大1∝OWまで

PT80

「時計」を
6秒間押し続けると
“常時"ONになる

「プログラム」を
3秒間押し続けると
すぐにONになり
プログラム
モードになる

まず、コンセントに

差し込み、

内蔵電池を

充電してください。

｀
ヽ
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●充電しても液晶画面の表示が出ない場合は、「リセット」

ボタンを押せば、液晶表示が出ます。

※画面に全情報を2秒間表示後、左の画面となり、“:"

が点滅します。

●液晶画面に表示がはっきり出ていても、設定する前に「リセット」ボタンを押

してください。

※全ての入力された情報は消えて初期化されます。

に___二 _=J
”∩

∪
雌

リセットボタンを押す。

躙

プログラム |
○

プログラム

分   クリア
時    分   クリア

時計

リセット0 /⌒
、
通電    時計通電

1)「時計」ボタンを押すと画面の“時計''表示が点滅しますc

2)「曜日」ボタンを押すと月一人一水→・・・と曜日が変わりますc本日の曜日を表示したら、「時」ボタンを押します。

3)「時」ボタンを押すと0→ 1→ 2→ 3・・・・→23→ 0→・・・と時刻が変わります。現在時刻を表示したら「分」ボタンを押します。

4)「分」ボタンを押すと0→ 1-2→・・・・→59→0→・・・と時刻が変わります。
5)現在時刻を表示し「時計」ボタンを押します。画面の「時計」表示が消え、現在時刻の設定は完了です。

参考:●時刻表示は24時間表示です。
●途中で数字を早く進めたい場合はそれぞれのボタンを3秒以上長押しします。希望の数字が近くなったら長押しを

やめて1回ずつ押します。

●後日、時計を修正したい場合は、「時計」を押してから「曜日」又は「時」又は「分」だけを押して修正することができます。

●「クリア」ボタンは現在時刻設定時には使用できません。

●現在時刻の設定モード(画面の“時計"表示が点滅)のままにしておくと、3分後に現在時刻に戻ります。

｀ ~|

瘤

・口 曰
・触 触

月

“時計
*表
示が点滅します=

点減中に:E現在時刻を設定します。

1)「プログラム」ボタンを1回押すと画面の“プログラム"と“10N"の表示が点滅します。
電気器具を『入_にしたい曜日と時刻を設定します。
2)「曜日」ボタンを押して希望する曜日を選びます。

下記の10種類のリストから選びます。希望の表示が出たら「時」ボタンを押し確定します。
「曜日のリスト」
“月大水木金土日(毎日)"“月"“火"“水 " "“金 "“土 "“日"“月大水木金"“土日"

3)「時」ボタンで時刻を設定します。

4)「分」ボタンで分を設定します。

プログラム

」l'｀ざ薄
■島::、、

ヽヽ

5)「プログラム」ボタンを1回押すと画面の“プログラム"と“1 0FF"の表示が点減します。

電気器具を『切』にしたい曜日と時刻を設定します。
『曜日』『時刻』の設定の方法は上記と同じです。

6)以下、必要に応じて20N,2 0FF,・・・°240N、 240FFまで、同様にして、順番に『入』『切』の時刻
を設定します。全部で24個のプログラムまで設定できます。曜日と時刻がダブらないように設定してください。
7)プログラムの設定が終つたら、「時計」ボタンを押すと、現在時刻表示に戻ります。

参考 :●設定したプログラムの確認をしたい時は、「プログラム」ボタンを押すことにご10N"“ 1 0FF"“ 20N"“ 20FF"
入力内容を表示しますので、確認してください。
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●画面に“プログラム"の点滅表示が出ているときは、「曜日」、「時」、「分」ボタンを押して変更することができます。

●入力内容を一旦消したい場合は、「クリア」ボタンを押せば、数字が一:一一に変わり、プログラムから消去されます。

●再度、前の設定を呼び出したい場合は、再度「クリア|ボタンを押します。画面に以前の設定時刻表示が出ます。

●設定時刻を変更したい場合は、「曜日」、「時」、「分」ボタンを押して再入力します。
'

●終了したい時は「時計」ボタンを押せば現在時刻に戻ります。

●「リセットボタン」を押すと入力内容が全て消えて初期状態に戻りますので、こ注意ください。

●プログラム動作中に、「プログラム」ボタンを押すと、設定したプログラムを確認することができます。

(こ注意)画面に“常時"“ON''表示が出ているとき(常時ONモードの時)は、「プログラム」または「時計」ボタンを押し
ても画面は切り替わりません。

5
●電気器具を接続する前に

設定が終わったら、P丁80DW/DBKをコンセントに差して通電し、使用する電気器具のプラグをP丁80DW/DBKに差し込
みます。それから、電気器具のスイッチをONにします。
(ご注意)プラグをコンセントに差しても動作しない電気器具、通電後リモコンかスイッチでONにしないと動作しない電気
器具は、このタイマーには使用できません。

電気器具をタイマーに接続する前に、電気器具単体でコンセントに抜き差しして、抜くとOFFになり、差すと電気器具が

動作することをあらかじめ確認してください。

を抜きます。

ξ■≒:議姜ξ

野≒≒
=ξ

:ゴ
F≒■1緩||

4.電気器具が動作すれば

タイマーに使用できます。

5電気器具が動作しない
場合は、タイマーに使用

できません.

彗

鱚蝙革
訂

●電気器具を接続する

タイマーをAC100Vコンセントに差し込み、使
用する電気器具のプラグをタイマーに差し込

みます。最後に電気器具のスイッチをON(入 )
にします。

AC100V
コンセント

スイッチON

OOO

華‐作動する

詐:作動しない

OOO

タイマーに電気

器具を接続する

スイッチON

000

1.OFFからスタートしてONの時刻になると通電
現在時刻がOFFに相当する時刻の場合は、プログラム設定したONの時刻になると自動的にONになります。“通電ラン
プ"が青点灯し、動作しているプログラムの表示が液晶画面右端に出ます。「“10N"」など。

2.OFFの時刻になると自動的に切れる        :
プログラム設定したOFFの時刻になると、タイマーは自動的にOFFになり、“通電ランプ"が消えて液晶画面右端に、動
作したプログラム表示が出ます。「“1 0FF"」 など。
3.設定したプログラムに応じて曜日、時刻順に自動的に動作

以後、設定したプログラム順に自動的に動作します。設定時刻がダブらないように注意してください。

液晶画面の右端には現在動作しているプログラムの表示が出ます。また、ONの時には通電ランプが青点灯します。
(注):通電中にタイマーをコンセントから抜くと、通電ランプは消えますが動作表示はそのまま消えずに表示していま
す。再びコンセントに差し込むと、自動的に元のプログラム動作に戻り、通電ランプが点灯します。

ヒ_

●タイマーに使用できる電気器具かどうかの見分け方
1電気器具をコンセントに差し込み、動作  20Nの 状態のまま、コ 3再びコンセントにプラ
させます。                ンセントからプラグ  グを差し込みます。

○〇〇

タイマー

:このタイマーはOFFからス

1
|



1.プログラムがONの時間帯にタイマーをすぐに通電してスタートしたい時は、「プログラム」ボタンを3秒間長押します。
通電ランプが青点灯し、液晶画面右端に“ON"の表示が出ます。“ON"表示中に途中で“OFF"にしたいときは、
「フログラム」ボタンを3秒間長押しします。タイマープロクラムモードに戻ります。
2.“ ON''モードでスタートした後は、設定したプログラムに従つて自動的に動作します。    プログラム
現在実行中のプログラムの設定時刻になると、“10N"“ 1 0FF''等の表示が出て

自動的にON/OFFします。その後、タイマーはプログラム通りに動作します。
この動作に従つて、液晶画面右端に動作中のプログラムを表示します。

例     10N                   10FF
l           __________________」 ________~¬~~

13:00 17:00現在時刻

3秒間長押しすると
すぐにONになる
プログラムモードになる

1.「時計」ボタンを6秒間長押しします。通電ランプが青点灯し、液晶画面の下に
“常時"、右端に“ON''の表示が出ます。

(注 ):“常時"表示が出ているときは、ON状態のままとなり、タイマープログ
ラム動作はしません。

2.“常時ON''に設定後、必ず、解除してOFFにしてください。OFFに

するには、「時計」ボタンを6秒間長押しします。液晶画面右端に現在動作中

のプログラムが表示されます (次の実行プログラムがない場合は、“OFF"
の表示は出ません)c

台紙中面をこ覧ください。

Q&A
t

Q
■どのボタンを押しても動作しない。

■液晶画面が消えている。

■コンセントに差して充電したのに、画

面が出ない c

■リセットボタンを押したら設定した内

容が全部消えてしまつたc

■通電ランフが光っているが、電気器

具が動作しない。

■通電ランプが光つたままになつてお

り、プログラム通りに動作しない。

■タイマーがONになつているのを、途
中でOFFにしたい。

■同時に2台の電気器具をON/OFFし
たい。

商品に関するお問い合わせはこちら>
力

“

psf//″″
".nakabayasわ

icoJρ /sυρρO蔵/

:ナ
カ Ju・

"詢
株式会社

T[L:0570日666日365

■液晶画面の下部に“常時''の文字が出ていませんかつ 常時ONモードのとき
は、すべてのボタンをロックして操作できなくなっています。解除するには「時

計」ボタンを6秒間押し続けて“常時"表示を消してください。

■長時間通電させないでいると、内蔵充電電池が放電して液晶画面が消えてし

まいます。コンセントに差して数時間程度充電してください。液晶画面が出て

きます。

■リセットボタンを押してください。

■リセットボタンは全ての設定内容を消して初期化するボタンです。

■電気器具は通電した時にスイッチを入れ直す、リモコンでONにするなどしな
いと動作しないものは、タイマーには使用できません。

■液晶画面の下部に“常時"、右端に“ON''の表示が出ていませんかつこれは常時

ONモードですので、“時計''ボタンを6秒間押し続けて、OFFにしてください。
■「プログラム」ボタンを3秒間押し続けると、現在実行中のプログラムだけOFF
にすることができます。尚、このままにしておけば、次のプログラムの設定時刻

が来れば、画面右端にプログラムを表示し、プログラム通り動作します。

■タイマー出力に延長コードをつなぎ、延長コードに2台の電気器具を接続すれ

ば使用できます。但し、電気容量がピークで15Aを超えないよう、また、接続に

十分にこ注意ください。パッケージ裏面の「使用できる電気器具」参照

金

1｀て
11

「時計」を6秒間
辰:ま甲じし
必ずOFFに
してください

1目 :ごヨ
金

受付時間 :月～金 10～ 12時 /13～ 16時 (土・日・祝日を除く) 804202

:|「プログラムボタン」を3秒間長押ししてスタ‐卜します6

｀
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